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１ 対象作物：モモ（中生種・晩生種）
２ 病 害 虫：モモせん孔細菌病
３ 対象地域：中通り北部
４ 発 生 量：やや多い

予報の根拠
（１）５月下旬の春型枝病斑（スプリングキャンカー）

の発生ほ場割合は、伊達地域では平年より高かっ
た(図１)。

（２）新梢葉での発生ほ場割合（６月下旬）は、伊達
地域で平年より高く、二次感染源が多いと推定さ
れる(図２)。
果実での発生ほ場割合（６月下旬）は、福島地

域・伊達地域とも平年より高かった（図３）。
（３）向こう１か月の気象予報では、曇りや雨の日が

多く、降水量が多い確率が高いと見込まれ感染に
適した気象条件である。

図１ 春型枝病斑の発生状況（５月下旬）

図２ 新梢葉での発生状況(６月下旬) 図３ 果実での発生状況(６月下旬)

防除対策
（１）耕種的防除

被害葉や被害果実は二次感染源となるので、見つけしだいせん除して適切に処分する。
（２）薬剤防除

中生種や晩生種は７月の感染で発病することがあるので、散布間隔をあけすぎないように防除す
る。
下記の表からいずれかの薬剤を選択して散布する。晩生種では、マイコシールド（収穫前21日ま

で）を使用してもよい。
ただし、バリダシン液剤５やマイコシールドは、耐性菌が出現しやすいので連用しない。
なお、スターナ水和剤は、作用性の異なる薬剤とのローテーションで使用する。

表 モモせん孔細菌病の主な防除薬剤 （平成22年６月25日現在）
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